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　冬本番の寒さでみぞれが降り「降るなら
小判がいいね」と子どもと笑い合う何気な
い日常、ガザの子どもたちの頭上には砲弾
が降ったというニュース。遠い国々の厳し
い現実を言葉で伝える難しさを感じながら、
平和を守る大切さだけは子どもたちに伝え
たいと強く願います。２００９年が始まり、も
うすぐ立春。広報チ－ムメンバ－も増え、新
年度からリフレッシュしてお届けします。（K） 

■案内図　●JR住吉駅下車、南東へ徒歩約8分 
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世界の子どもたちのために 

　今年８年目を迎える兵庫県支部では、

大学生を中心としたグループ『ＵＮＩＥＳ』

（ユニーズ）やインターンシップで訪れた

学生たちがユニセフの活動に関わって

います。そこには明るい未来を感じるこ

とができます。それは、小学校などで被

爆体験を通して「いのち」について話を

した際にも感じることで、そこでは戦争を

全く知らない子どもたちの驚くほど率直な

思いが伝わってきます。それは「いのち

の大切さ」であり、「戦争はしてはいけ

ない」という子どもからの願いでもあり

ます。この子どもたちには笑顔があり、

その向こうには「平和」の輝きを見るこ

とができます。 

 

　私たちは、今、過去・現在・未来と生

きていく中で、起こってしまったことに対

する罪を問うだけではなく、そこから学

ぶべきことは何かを問い続けることが、

子どもたちの未来をつくることに繋がるの

だと思っています。ユニセフの活動を通

じて、世界の様々な現状を知る、そして

だれかに伝える。そんなことの小さな繰

り返しの中で、人と人とが繋がり、思い

を分かち合う、きっとそのことが「平和」

をつくる礎となっていくのであろうことを、

改めて感謝する日々 です。 

　昨年末に私の被爆の話『最後のトマト』

がボランティアさんの手によって紙芝居に

なりました。これも、平和への思いが繋

がったうれしい出来事です。 

 

　これからもみなさんとご一緒に活動 

していきたいと思います。今年も 

よろしくお願い申し上げます。 

（財）日本ユニセフ協会 
　　兵庫県支部 

会長　竹 本 成 
しげ のり 

左）三宮会場 
右）垂水会場 

2008年12月23日 
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ところ 

  ユニセフ募金 ～ご家庭で学校で職場で～ 
いただきました募金は、日本ユニセフ協会から
ユニセフ本部、そしてユニセフ現地事務所を通
じて世界の子どもたちの支援活動に使われます。 
◆郵便振替でお願いします 
◆口座番号：00190-5-31000 
◆加入者名：（財）日本ユニセフ協会 
◆通信欄に「K1－280兵庫」とご記入ください。 

  会員って 
ユニセフ協力活動を行なう日本ユニセフ協会を、
会費によって支援します。 
◆一般会員…個人ならどなたでも 
　　　　　　　　　　　 1口      5,000円 
◆学生会員…18歳以上の学生　 
　　　　　　　　　　　 1口      2,000円 
◆団体会員…団体、法人、企業 
　　　　　　　　　　　 1口  100,000円 
※申込み方法についてはお問い合わせください。 

  緊急募金のお願い 
●ガザ人道支援緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「ガザ  K1－280兵庫」と記入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●中国大地震緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「中国大地震  K1－280兵庫」と記入 
●ミャンマー・サイクロン緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「ミャンマー・サイクロンK1－280兵庫」と記入 
●スーダン緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「スーダン緊急募金 K1－280兵庫」と記入 
●アフリカ緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「アフリカ緊急募金 K1－280兵庫」と記入 
●自然災害緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「自然災害  K1－280兵庫」と記入 
●人道危機緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「人道危機緊急募金 K1－280兵庫」と記入  
【共通】 
※送金手数料は免除されます。 
※口座名義：財団法人日本ユニセフ協会 
※募金はゆうちょ銀行指定の振込用紙をご利
　用の上、上記口座までお振込みください。 
※ユニセフへの募金は寄付金控除の対象とな
　ります。 

募金や会員など、 
あなたができる方法で 
ご協力ください 

日本ユニセフ協会兵庫県支部 検索 

2009年3月7日（土）10：30～15：30
コープこうべ生活文化センター 2階ホール  
JR住吉駅下車、 南東へ徒歩約8分 
（会場へは下記の案内図をご覧ください） 

「レソト・エリトリアの現地活動から」 

菊川　穣さん（財）日本ユニセフ協会 講師 

「アフリカ、中東、アジアを走る」 

山崎美緒さん（日本アフリカユースネットワーク代表） 講師 

○UNICEF/NYHQ2009-0044/El BabaC
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入場無料・要予約 

パネル展「ユニセフと水」 
●同時開催 ●同時開催 

2月21日（土）・28日（土）10：30～12：00
●講師：パブロ・アムドゥ・ギゼさん　●定員：15人　●参加無料（要予約） 

セネガルダンサー 

UNICEFとUNFPA（国
連人口基金）とのジョ
イントプログラムのフィ
ールドにて 

神戸市立科学技術高校、IKEA 
伊藤ハム（株）、コープこうべ （ ） 

主催：（財）日本ユニセフ協会兵庫県支部 
協賛：神戸YMCA、神戸YWCA 
後援：神戸市、（財）兵庫県国際交流協会 
　　　コープこうべ 

3月3日（火）～12日（木） 
 

大丸神戸店前 ●ガザ人道支援緊急募金　2月14日（土）13：30～ 元町 

　フリージャーナリスト 
●大津司郎さん講演会“アフリカ紛争を語る”　4月25日（土） 

●神戸ラブランチャリティ・ウォーク　2月8日（日）11：30～15：00 
　①神戸ハーバーランド発10キロコース　②神戸空港発4キロコース（ポートアイランド・市民広場ゴール） 

【コープこうべ生活文化センター 1階ロビー】 

 



コレラに感染し、点滴を受けるサンデー・ポニちゃん。
やせ衰え、母親が手を差し伸べても泣き声さえあげら
れない（スーダン南部ジュバにて、西村剛記者撮影） 

避難地のウガンダか
ら故郷に戻り、帰還者
のための施設から鉄
条網ごしに祖国を見
つめる少年（スーダ
ン南部ジュバのウエ
ースステーションで、
西村剛記者撮影） 

　11月15日（土）、コープこうべ
生活文化センターで、西村剛さんを
講師に約40人が参加し、「スーダン・
中央アフリカ報告会」を開催しました。 
　毎日新聞社の「世界子ども救済キ
ャンペーン」は、戦争や貧困に苦し
む子どもたちを救うため、「国際児
童年」の1979年に「飢餓・貧困・
難民救済キャンペーン」として始ま

った事業。2001年より「世界子ど
も救援キャンペーン」と名称を改め、
毎年さまざまな取り組みを行ってい
ます。その活動も今年30年を迎え、
08年度は5月末から7月にかけて毎
日新聞大阪本社社会部・隅俊之記者
と写真部の西村剛記者がスーダンと
中央アフリカを訪れ、現地で暮らす
子どもたちや人々の生活を取材。

今回は西村記者に、その現状を映
像を交えてお話しいただきました。
報告会の内容を参加者の感想から
ご紹介します。 

　TUMAINI NYUMBANI（スワヒ

リ語で「希望を我が家に」）は、ケ

ニアのHIVに感染したシングルマザ

ーの自立支援を行っているサークル

です。この日は、青木梨花さんたち

３人の大阪大学の学生に、活動の紹

介や実際にケニアでのワークキャン

プに参加した様子などをお話しいた

だきました。子どもをかかえながら

力強く生き抜くママたちに実際に会

えた事で、支援の必要性や意義を、

より強く実感できたとの事でした。 

　ボランティアのスキルアップを目

的とした今年の「ユニ・ボラ塾」の

テーマは「環境」。第２回は９月２７日、

おなじみの末吉洋文先生が「国際環

境法の発展」についてお話してくだ

さいました。「フォトランゲージ」

といって、私たちにもグループ毎に

環境に関連し

た写真が配ら

れ、何につい

ての写真かを

話し合いまし

た。また冷房やテレビの使用を１日

１時間減らすより、長時間使わない

時は電気ポットの電源を切る方がず

っと省エネになる事など、クイズ形

式で楽しみながら学習を深めました。

今回初めて、各自印象に残った環境

についての新聞記事を切り抜き次回

発表するという「宿題」も出て、毎

日環境について意識するようになり

ました。 

　第３回は１０月１１日、「WTOから

フードマイレージまで」というテー

マで、今年大きく話題になった食の

安全をふまえて、世界の「食」環境

について学習

しました。日

本の食料自給

率は３９％。食

料を輸入する

だけで多くの水や燃料を消費してい

ることになるのです。 

　宿題の発表は久々に学生に戻った

ような心地よい緊張感で臨みました。

「ユニ・ボラ塾」は一般の方にも広

く開放されていますので、次回は皆

さまぜひご一緒に勉強しましょう。 
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現 在、ユニセフでは世界中で水に関する支援を行っているが、
この報告会で、スーダンの生活にお
いてそれがどのくらい重要な意味を
持つのかということがよくわかるエ
ピソードがいくつかあった。 
　例えば、子どもの水くみの問題だ。
ある子どもは片道３時間かけて水く
みにいくので、一日の大半を使って
しまい、学校に行くことができない。
他にも、汚れた水を飲むことで人々
がコレラにかかっている。水は人が
生きる上でなくてはならないもので
あり、それが安全であるということ
は最も重要なことであるのだと感じた。 
　また、印象的だったのは、スーダ
ンの南部出身の元少年兵の男の子の
話だ。彼は、両親を北の兵隊に目の
前で殺されるという経験をした。そ
のために、「北の兵隊への復讐」以
外なにも考えることができなくなっ
てしまったそうだ。このように紛争は、
未来を担う子どもたちの心に深い傷
を残し、次の世代への憎しみの連鎖
を引き起こしている。こういった子
どもたちへの心のケアも大切な支援
のひとつであると思う。 
　スーダンからたくさんの避難民が
来る中央アフリカも、様々な問題を
抱えている。心に残ったのは、小学
校が森のなかにあることだ。町中に
あると、子どもが武装勢力による身
代金目的の誘拐の標的となってしま
うからだそうだ。平和で安全である

べき学びの場がこのように暴力によ
って侵害されているというのはあっ
てはならないことだと思った。 

　他にも、病院が近くにないために
死産してしまった女性の話もでてきた。
女性やその家族にとって安全な出産
が確保されていない社会はとても悲

惨なことだ。衛生面、安全面での支
援によりこのような状況を改善して
いく必要がある。（UNIES　鯉野　野麦） 

の前で両親を殺された少年兵。
今回お話を聞きながら、世界

には私たちが想像できない暮らしを
している子どもたちがいることにあ
らためて驚かされました。 

本では水道水も天然水も、お
金を出せばすぐに手に入る。

スーダンでは片道３時間以上もかか
る道のりを歩いて水をくみに行くこと。
苦労して手に入れた水で病気になっ
たりすることもあると聞き、残念で
なりませんでした。 

まで難民キャンプなど、子ど
もたちの笑顔が印象的でした

が、今回のスーダンの子どもたちの
瞳は暗かった。「ユニセフがないと
おそらく何もない」という言葉にド
キリとしました。 

ーダンや中央アフリカで懸命
に生きている人たちがいるこ

とを忘れてはいけないと思いました。
そしてそれは日本とも関係のあるこ
とだと思います。 

フリカの現状はどこもどうし
てこんなに不安定で混乱して

いるのでしょうか。優秀な指導者が
出ないのはなぜでしょうか。ニュース
を見聞きするたびに歯がゆくなります。
知らないこと、わからないことがた
くさんあります。私たちはまず「知る」
ということが大切だと実感しました。 

　報告をしてくださった位田和美さ

んはユニセフ海外インターンとして

の活動を終えられ、インドニューデ

リー事務所から帰国されたばかり、

リアルタイムのインドの様子を伺う

ことが出来ました。 

　近来めざましい経済発展を遂げる

インド、しかしその一方で、人口約

１１億の３９％を占める子どもたちの生

活は、驚くほど厳しい環境にあるこ

とを位田さんのお話から知ることが

出来ました。出生登録がされるのは

３人に１人、初等教育を受ける

ことができるのは４人に１人、

そしてなによりも毎年約２０７万

人の子どもたちが命を落として

いるという数字が、その情況を

ものがたっていました。 

　９万4000人の子どもがHIV/

エイズに感染、母子感染が年間

２万4000件に達している中で、

ユニセフは、①母子感染予防、

②小児エイズ治療、③青少年の

一時感染予防、④エイズ孤児の保護・

ケア・サポートの４つの分野に焦点

をあてて活動をしていますが、位田

さんは、その予防啓発教材として活

用出来るデータベースの作成に主に

力を入れてこられたとの事でした。 

　　　　　 ○　　　　○ 

　報告会後のティータイムで、今度は、

JPOからの派遣でユニセフ・チャド

事務所での活動に備え翌日には日本

を発たれるとお聞きし、そのパワー

に感服するとともに、特に県支部の

学生メンバーにとっては大いに刺激

を受けた貴重なひとときでした。 

 

いんでん 

スーダン・中央アフリカ報告会【11月15日】 報告会【10月16日】/ユニ・ボラ塾【9月・10月】 

毎日新聞社大阪本社 写真部記者・西村剛さんによる 

（財）日本ユニセフ協会・海外インターン活動報告 
 UNICEFインド事務所での 
「HIV/エイズの予防啓発活動」 

大阪大学・外国語学部の学生を中心としたサークル 

TUMAINI NYUMBANI 活動報告 
トゥマイニ　　   　　　ニュンバーニ 

2008年度は「環境」をテーマに開催しました 
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　『ＵＰＰ』とは、「子どもたちの子
どもたちによる子どもたちのための公
園づくり」プロジェクトのこと。今回、
１１月２９日（土）、国営明石海峡公園神
戸地区のユニセフパークでのイベントに、
スタッフとしてユニーズのメンバーら
が参加しました。ファシリテーターグ
ループのＯＢや兵庫県立大学の学生、
参加した子どもたち約３０名を対象に「水
の大切さ」を学ぶ紙芝居『井
戸ができた』を実施しま
した。「普段は身近に
使っている水だけれど、
外国には使えない子も
いるので大切にしない
といけないと思った」
「少ししかユニセフに
ついて知らなかったけれど、
話をきいてよかった」等と感じたり、
セメントにビー玉を埋め込みながら、
公園の園路作りをしたこともいい思い
出となったようです。楽しいイベント
の中でも「いのち」について考えるフ
ェスタ、次年度以降も協力していきた
いと思っています。 

　１１月１日～２日、神戸市外国語大学
で地雷・パネル展示とカード頒布を行
いました。 
　青空の下、学園祭は大変なにぎわい
でした。私たちの展示は少し大きめの
教室で「Peace Project」
という外大のサークルと
一緒に行いました。「平和」
をテーマに部屋を作り、
日本ユニセフ協会のブー
スの他に、世界の報道写
真展、ビデオ上映、広島
長崎での原爆のレポート、
平和を願うハンドアート
が設置され、まるで小さ
な平和博物館のようでし
た。Peace Project のメン
バーからとてもいい刺激
を受け、彼らと交流でき
たことをうれしく思います。 
　活動にあたっては、メ
ンバー同士交代してブースに入り、担
当でない時は学園祭を楽しみました。
隣の部屋ではチマチョゴリを着て記念
撮影をしてとても楽しい思い出になり

ました。たくさんの方々のご理解もあ
って多くの募金が集まり、グッズの売
り上げも好調でした。途上国の厳しい
環境で育つ子どもたちのために、少し
でもユニーズとして貢献出来たことを
うれしく思います。学園祭は色々な形
でアプローチが出来ます。バザーや屋
台を出して売り上げを協会に寄付して
も良いと思います。そのようにしてメ

ンバー同士が話し合って
協力していければ、ユニ
ーズがもっと魅力的なグ
ループになると思います。 
　今回が初めての試みで
したので、不安に思うこ
ともありましたが、学生
だけでなく地域の方々に
も見ていただき、多くの
方がパネルやグッズ、地
雷に関心を示してくれた
ことが大変うれしかった
です。また、多くのスタ
ッフのみなさんにお手伝
いいただきました。とて
も心強かったです。あり

がとうございました。 
　学園祭での展示活動は、他に聖トマ
ス大、姫路看護学校、京都大を会場と
して行いました。 

　このキャンペーンは、２００８年１１月１
日から１２月２４日の期間、世界各国のイ
ケアストアで実施されたものです。神
戸でも４月にオープンしたポートアイ
ランド店で取り組まれました。キャン
ペーン中にお買い求めいただいたソフ
トトイ（ぬいぐるみ）１個ごとに商品
の価格に関わらず、１ユーロが寄付さ
れるというもの。今回は、児童教育の
質向上を目的としてアジア、アフリカ、
ヨーロッパ１４カ国・１６のプロジェクト

に寄付されることになっています。 
　兵庫県支部でも、期間中１１月２２日か
ら２６日の５日間、イケアさんのご厚意
により、来店の子どもたちを対象とし
　　　　　　　　　　　　　たミニ学
　　　　　　　　　　　　　　　　　

習「おみずがだいじ」とユニセフのク
リスマスカードの頒布会をさせていた
だきました。学習は学生グループ・ユ
ニーズが先生となり、ユニセフマーク
の間違い探しや紙芝居「井戸ができた」
を実施。子どもたちはとても熱心！！ 
　カード頒布に初めて参加のボランテ
ィアさんからは「先輩ボランティアさ
んにならって『カード代金の半分がユ
ニセフ募
金になり
ます』と
呼びかけ
ながら改
めて納得。
子どもた
ちと一緒に出前授業も楽しみながら、
初めてユニセフマークを自覚。なんと
も頼りないことですが、〈知る・伝える・
仲間・歩み・日本・世界・そして子ど
もたちへ〉とつながっていく活動の広
がりを少しですが感じたボランティア
初日でした。続けていこう、私にでき
ることを、そう思っています」と、感
想が寄せられました。 
 

UPPフェスタ2008 
に参加しました 

学園祭での展示活動を 
振り返って　　　 「１ユーロがこども達の未来を変えます」 

 

UNIES 
家崎　敦 

聖トマス大学大学 

京都大学京都大学 

聖トマス大学 

京都大学 

神戸市外国語大学神戸市外国語大学 神戸市外国語大学 

活動報告【2008年10月～2008年12月】 

神戸市東灘区呉田地区こども会 
（9/29、11/10） 

神戸市社会福祉協議会、神戸市 
労働組合連合会（10/6） 

神戸製鋼ラグビー部、ワールド 
ラグビー部合同で（11/7） 

甲南本通商店街振興組合（本山南 
中学2年生・トライやる、12/9） 

ユニセフカップマラソン（阪神武 
庫川河川敷他、11/2） 

兵庫県ふれあいの祭典（あわじ市 
しづかホール、11/9） 

クリスタルフェスティバル（神戸 
デﾞｭオド－ム11/8） 

兵庫県立武庫荘総合高等学校 
生徒会（12/24） 

●西宮市立苦楽園中学校生
　徒会（10/31） 
●茨木市立南中学校・人権サ
　ークル（12/16） 
●宝塚市立西谷小学校・学内
　バザー（12/17） 
●神戸市立太山寺中学校・文
　化祭、街頭募金（12/18） 
●兵庫県立いなみ野学園学
　生自治会（12/19） 

募金ありがとうございました（敬称略） 

各地のイベントに参加/展示会を開催 

　世界の幼い子どもたちの命を守る活動や基礎教
育を広める活動を、あなたも応援してみませんか？ 
兵庫県支部では、ユニセフの紹介・啓蒙活動や
募金活動などを、交流を楽しみながら進めています。
他にチームに分かれての活動もあります。興味の
ある方はぜひ事務局までお問い合わせください。 

学習チーム 

カードチーム 

事務チーム 

広報チーム 

ユニセフについての出前学習会の講
師活動 
カードなどのユニセフ製品の頒布活
動や管理 
支部事務局をサポートする事務所内
での活動 
「Wish」の作成やその他広報ツール
の作成 
学生など若者が中心の活動 

●ストップ温暖化フェア（コープ
　2地区、11/8～9） 
●コープボランティア交流会（コ
　ープ3地区、11/22）　他 

　パネル展「アグネス・チャン大
　使の中国大地震視察記録（生
　活文化センター10/19～29） 

ユニセフ写真パネル展（加古川 
市民ギャラリー、12/22～25） 
ユニセフ写真パネル展（加古川 
市民ギャラリー、12/22～25） 

ソフトトイ キャンペーン 

●住吉会場 

●西宮会場 

●宝塚会場 

●元町会場 
●名谷会場 

●垂水会場 

●加古川会場 

ハンド・イン・ハンドを開催 
10会場、ボランティア総勢141人の 
呼びかけで、392,281円の募金。 

第30回ユニセフ 

毎年、継続参加の「ボーイスカウト神戸第１７団」「ガールス
カウト宝塚第４６団」、伊藤ハム職員ご家族に加え、はじめて
参加いただいた元気で爽やかな高校生、「呉田地区子ども会」
のみなさん、寒い中、大きな声で一生懸命呼びかけてくださ
　　　　　　　　　　　いました。ありがとうごさいました。 
 

ハンド・イン・ハンドを開催 ハンド・イン・ハンドを開催 【12月23日】 

●姫路会場 

おもちゃ屋さんの近くで呼びかけた事もあって、
お父さんやお母さんと一緒に小さな子どもた
ちがたくさん足を止めてくれました。貴重な
募金とともに、いっぱいの笑顔もいただきました。 

●三宮会場 

●伊丹会場 

「寒い！どうして12月23日なの」。
そう思ったとたん、神戸で、日本全
国で街頭に立っている人、募金をし
てくださった人の姿が浮かびました。
おつかれさま、ありがとう。来年は
カイロ持参でもっと大きな声を出
します。 

小さなお子さんが募金してくれたり、中
高生の若い子たちから「おばちゃん、が
んばってな」と励まされるとうれしくな
ります。遠くは但馬から参加される方も
あり、姫路でも回を重ねるごとにメンバ
ーが増えています。（40代女性） 

ユニセフハンドインハンドの取り
組みの輪が着実に広がっている
ことをうれしく思います。「ユニ
セフ」というだけで幅広い世代
の方が気持ち良く募金に協力し
てくれる、そのみなさんの温か
い心に感謝と元気をもらってい
ます。（60代男性） 

「初めての募金活動で、最初ははずかしくて
声も出なかったけど、いい経験になりました。
こんなにたくさんの方が募金してくださる
なんて本当にびっくりしました。世界の子ど
もたちの役にたてることに協力できてうれ
しかったです」との感想をいただきました。
　来年の参加にも意欲的で、目をキラキラ
　　　　　　させておられました。 

ユ
ニ
ー
ズ
も
参
加

も
参
加 

ユ
ニ
ー
ズ
も
参
加

も
参
加 

ユ
ニ
ー
ズ
も
参
加 

ユニセフ兵庫ニュース　　　 26号 2009年新年号 ユニセフ兵庫ニュース　　　 26号 2009年新年号 



〒658-0081  神戸市東灘区田中町5-3-18 
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発行：（財）日本ユニセフ協会 兵庫県支部 

2009年（平成21年）2月1日発行（季刊） 

　冬本番の寒さでみぞれが降り「降るなら
小判がいいね」と子どもと笑い合う何気な
い日常、ガザの子どもたちの頭上には砲弾
が降ったというニュース。遠い国々の厳し
い現実を言葉で伝える難しさを感じながら、
平和を守る大切さだけは子どもたちに伝え
たいと強く願います。２００９年が始まり、も
うすぐ立春。広報チ－ムメンバ－も増え、新
年度からリフレッシュしてお届けします。（K） 

■案内図　●JR住吉駅下車、南東へ徒歩約8分 
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世界の子どもたちのために 

　今年８年目を迎える兵庫県支部では、

大学生を中心としたグループ『ＵＮＩＥＳ』

（ユニーズ）やインターンシップで訪れた

学生たちがユニセフの活動に関わって

います。そこには明るい未来を感じるこ

とができます。それは、小学校などで被

爆体験を通して「いのち」について話を

した際にも感じることで、そこでは戦争を

全く知らない子どもたちの驚くほど率直な

思いが伝わってきます。それは「いのち

の大切さ」であり、「戦争はしてはいけ

ない」という子どもからの願いでもあり

ます。この子どもたちには笑顔があり、

その向こうには「平和」の輝きを見るこ

とができます。 

 

　私たちは、今、過去・現在・未来と生

きていく中で、起こってしまったことに対

する罪を問うだけではなく、そこから学

ぶべきことは何かを問い続けることが、

子どもたちの未来をつくることに繋がるの

だと思っています。ユニセフの活動を通

じて、世界の様々な現状を知る、そして

だれかに伝える。そんなことの小さな繰

り返しの中で、人と人とが繋がり、思い

を分かち合う、きっとそのことが「平和」

をつくる礎となっていくのであろうことを、

改めて感謝する日々 です。 

　昨年末に私の被爆の話『最後のトマト』

がボランティアさんの手によって紙芝居に

なりました。これも、平和への思いが繋

がったうれしい出来事です。 

 

　これからもみなさんとご一緒に活動 

していきたいと思います。今年も 

よろしくお願い申し上げます。 

（財）日本ユニセフ協会 
　　兵庫県支部 

会長　竹 本 成 
しげ のり 

左）三宮会場 
右）垂水会場 

2008年12月23日 

レソト 

エリトリア 

とき 

ところ 

  ユニセフ募金 ～ご家庭で学校で職場で～ 
いただきました募金は、日本ユニセフ協会から
ユニセフ本部、そしてユニセフ現地事務所を通
じて世界の子どもたちの支援活動に使われます。 
◆郵便振替でお願いします 
◆口座番号：00190-5-31000 
◆加入者名：（財）日本ユニセフ協会 
◆通信欄に「K1－280兵庫」とご記入ください。 

  会員って 
ユニセフ協力活動を行なう日本ユニセフ協会を、
会費によって支援します。 
◆一般会員…個人ならどなたでも 
　　　　　　　　　　　 1口      5,000円 
◆学生会員…18歳以上の学生　 
　　　　　　　　　　　 1口      2,000円 
◆団体会員…団体、法人、企業 
　　　　　　　　　　　 1口  100,000円 
※申込み方法についてはお問い合わせください。 

  緊急募金のお願い 
●ガザ人道支援緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「ガザ  K1－280兵庫」と記入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●中国大地震緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「中国大地震  K1－280兵庫」と記入 
●ミャンマー・サイクロン緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「ミャンマー・サイクロンK1－280兵庫」と記入 
●スーダン緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「スーダン緊急募金 K1－280兵庫」と記入 
●アフリカ緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「アフリカ緊急募金 K1－280兵庫」と記入 
●自然災害緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「自然災害  K1－280兵庫」と記入 
●人道危機緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「人道危機緊急募金 K1－280兵庫」と記入  
【共通】 
※送金手数料は免除されます。 
※口座名義：財団法人日本ユニセフ協会 
※募金はゆうちょ銀行指定の振込用紙をご利
　用の上、上記口座までお振込みください。 
※ユニセフへの募金は寄付金控除の対象とな
　ります。 

募金や会員など、 
あなたができる方法で 
ご協力ください 

日本ユニセフ協会兵庫県支部 検索 

2009年3月7日（土）10：30～15：30
コープこうべ生活文化センター 2階ホール  
JR住吉駅下車、 南東へ徒歩約8分 
（会場へは下記の案内図をご覧ください） 

「レソト・エリトリアの現地活動から」 

菊川　穣さん（財）日本ユニセフ協会 講師 

「アフリカ、中東、アジアを走る」 

山崎美緒さん（日本アフリカユースネットワーク代表） 講師 

○UNICEF/NYHQ2009-0044/El BabaC
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入場無料・要予約 

パネル展「ユニセフと水」 
●同時開催 ●同時開催 

2月21日（土）・28日（土）10：30～12：00
●講師：パブロ・アムドゥ・ギゼさん　●定員：15人　●参加無料（要予約） 

セネガルダンサー 

UNICEFとUNFPA（国
連人口基金）とのジョ
イントプログラムのフィ
ールドにて 

神戸市立科学技術高校、IKEA 
伊藤ハム（株）、コープこうべ （ ） 

主催：（財）日本ユニセフ協会兵庫県支部 
協賛：神戸YMCA、神戸YWCA 
後援：神戸市、（財）兵庫県国際交流協会 
　　　コープこうべ 

3月3日（火）～12日（木） 
 

大丸神戸店前 ●ガザ人道支援緊急募金　2月14日（土）13：30～ 元町 

　フリージャーナリスト 
●大津司郎さん講演会“アフリカ紛争を語る”　4月25日（土） 

●神戸ラブランチャリティ・ウォーク　2月8日（日）11：30～15：00 
　①神戸ハーバーランド発10キロコース　②神戸空港発4キロコース（ポートアイランド・市民広場ゴール） 

【コープこうべ生活文化センター 1階ロビー】 

 




